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Report

新京都ブランドレポート

　京都産業21環の会（ＫＳＲ）では食の事業化グループが、有機農産物等による美味しく、安心・安全な食品ブランドの
開発、農業生産・加工体験、農業イベントのプロデュースなど多角的な「食」の事業化を図ることを目ざして活動を展開
しています。
　グループ活動の主旨、取り組みの方向性等について、代表の斎藤三映子氏（(有)エスアールフードプロデュース 代表
取締役）にお話をお伺いしました。

レポート⑭KSR  食の事業化グループ

－なぜ、食の事業化グループを立ち上げたのですか－

斎藤●私個人、フードコーディネーターとして独立して
10年経ちましたが、仕事を通じて現代の食生活の乱れや、
食の安心安全の認識等これで良いのかと考えさせられる
場が数多くありました。また、私達の住む京都の食文化は
歴史と共に守り育てられ、地域や農業と密接な関わりが
ありますが、外食産業の大量生産・価格破壊化やライフス
タイルの変化により「食」は画一化されてきました。
　京都の農地は減少し、生産農家は過疎化と高齢化で耕
地放棄の進行や里山の荒廃がすすみ、豊かな資源が失わ
れつつあります。一方、一般消費者は自然食品への期待
が本物になり、より安心な食材を求め、健康への関心は大
きくなるばかりです。そこで、京都の独自性を持つ「京野菜」
を軸に新連携で安心・安全な「食」のビジネスが確立でき
ないものかとグループを立ち上げました。

－なぜ、「京野菜」なのですか－

斎藤●京野菜は現存する伝統野菜36品目、準伝統野菜
が3品目、伝統野菜以外のブランド指定7品目で合計46
品目です。その内8品目は生産農家が１軒のみで、全体で
は38品目の販売にとどまり、伝統野菜の出荷量は近年横
ばいです。代表7品目が総生産の90％を占め、他の出荷
量は極端に少なく、京都のブランドとして確立するために

は、製造・加工・販売事業の視点を変えて取り組む必要が
あると考えます。また、京野菜は品種改良されていない
ため、栄養成分が多く含まれています。ビタミンＢ１やビタ
ミンＣ等、生物的抗変異作用も高く、体にやさしい特徴が
あります。いままでは、野菜単体の販売を主にしていたの
で、材料に使用する場合、生産性が低いことや価格面で
事業として成り立たなかったのです。伝統野菜が京都か
ら消え行くことに危機感を持ちました。

－グループの事業概要は－

斎藤●連携事業にコンセプトは本物の農業と食について
「知る」「考える」そして「作る」をキーワードにしています。

本物の農業と食について「知る」「考える」
そして「作る」をテーマに新連携の事業化を目ざす

京都市ベンチャービジネスクラブ会員・財団法人京都産業２１環の会理事
近畿大学農学部　食品栄養学科卒業　
平成８年５月（有）エスアールフードプロデュース設立
フードコーディネーターとして冷凍おせち開発、NPO京・流れ橋食彩の会農産加工品プロデュース、舞鶴
発元祖肉じゃがレトルト商品開発、伊賀の里モクモク手づくりファームメニューコンサルタント、飲食店舗プ
ロデュース等の業績がある。（有）エスアールフードプロデュース

代表取締役

斉藤 三映子 氏

プロフィール

京野菜の郷
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京都の気候風土で育まれてきた、独自性をもつ「京野菜」
は栄養的にも優れていますが、京の食文化を支える重要
な役目も果たしています。しかし経済情勢の変化で消費
者が地元の野菜を食べる機会が極端に少なくなってきま
した。京都近郊の農山村は食材を供給するだけではなく、
ゆとりや安らぎを提供できる空間です。この大切な空間
が活用されなくなり、失われつつあるのが現状です。また、
農業者と消費者の関係が希薄になっています。そのため
両者が共感できる場作りが必要です。
　今後ますます自然食品への期待が本物になり、安心・安
全な食材を求める消費者が増えてくることでしょう。安全
とともに、地球環境問題も考えていきます。環境問題は
農を考える上では必須となります。「食」は食べ方も重要
です。心身の健康作りを提案するとともに、スローフード
やスロースタイルのあり方を考えます。これらの全てを
農業と捉え事業化していきたいと考えています。

－グループの活動状況は－

斎藤●平成17年2月に結成し、現在異業種6社で活動し
ています。毎月1回、会議で活動方針を討議し、意思統一
を図っています。昨年末、サツマイモパウンドケーキの試
作品が出来ました。まだまだ、改良の余地はありますが、
着実に出口を見つけています。また、京都市内での京野
菜生産農家にグループ趣旨の賛同を得たことや、京都府
農業総合研究所との協力体制、大阪府立大学 生命環境

科学研究科 宮武和孝教授の研究である過熱水蒸気活用
の調理器具による、野菜の加熱実験が具体化する可能性
も出てきました。この調理器具での野菜加工処理は味・
栄養面でも大いに期待が持て、新連携事業の足掛かりに
なればと思います。

－今後の活動は－

斎藤●有機・無農薬による京野菜生産委託の御協力を募
ります。まず、野菜を軸にするという事は私達の趣旨に賛
同していただける農業用地や生産者の協力が欠かせま
せん。また、その中で重量野菜（日持ちのする野菜）京甘
藷等を優先的に商品開発し、商品の完成度を上げて販売
を目指します。使用する調理器具やレシピ・調理方法は大
学等との連携が出来ればと思っています。また、生産者と
消費者をつなぐ意味も込めて、農業生産・加工体験カリキ
ュラムを構築します。これは、農業イベントのプロデュー
スの一環として事業化していきます。イベント参加者にメ
ンバー登録をお願いし、心身の健康をテーマに交流や勉
強会を開催して「食」を共に考えていきます。地元で穫れ
た安心・安全な食材とその加工品を作り、誠意をもって販
売して事業化します。この事業の集大成として、京都の地
で広大な「京野菜の郷」を完成させ、心の故郷として昔な
がらの農業と豊かな自然、ゆったり流れる時間を皆で共
有できればと思います。

(有)エスアールフードプロデュース　代表取締役　斎藤三映子 
洛陽技研（株）　代表取締役会長　井手邦彦
(有)竹内デザイン事務所　　代表取締役　竹内明二　
(株)タナカテック　　代表取締役　田中稔
(有)市與　　　ゼスト御池店　店長　森本千恵美　
NPO日本プライバシーコンサルタント協会　認定プライバシーコンサルタント　八田耕道

グループ紹介

（財）京都産業21  産業振興部
企業連携推進グループ

TEL：075-315-8590　FAX：075-315-9240 
E-mail：renkei@ki21.jp【お問い合せ先】

左から 井手邦彦氏、森本千恵美氏 斉藤三映子氏、宮武和孝教授

京野菜の郷京野菜の郷
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Kyoto Business Partner 2006

京都ビジネス交流フェア2006

『京都ビジネス交流フェア2006』のご案内『京都ビジネス交流フェア2006』のご案内『京都ビジネス交流フェア2006』のご案内『京都ビジネス交流フェア2006』のご案内
～変わろうとするものたちへ。京都から。～

●京都“ぎじゅつ”フォーラム2006 
　10:30～12:10
●情報化プラザ　13:00～16:00

京都ビジネスパートナー交流会2006　（会期中を通して開催）
●中小企業展示コーナー　出展企業：127社11グループ　10:00～17:00（24日は16:30終了）
●技術アライアンスコーナー　参加メーカー：54社　11:00～16:00
きょうと産学連携ビジネスミーティング（会期中を通して開催）
●産学連携成果プレゼンテーション ●大学、研究機関テーブル出展・相談サロン
●大学、研究機関ポスター・パンフレットセッション ●金融機関相談コーナー

日　時：2006年2月23日（木）24日（金） 10：00～17：00（24日は16：30終了）
場　所：国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）
主　催：京都府　財団法人京都産業21

イベントホール

ルーム Ｂ

ルーム Ｆ・Ｇ・Ｈ

ルーム Ｃ

アネックスホール

開催イベント

出展企業一覧

㈱旭プレシジョン
上田鍍金㈱
㈱キョークロ

㈱栗田製作所
協業組合丹後熱処理センター
メテック北村㈱

共栄工業㈱
㈱サンセイ
㈱セムテックエンジニアリング

㈱ビースパッタ
㈲平山製作所
美濃商事㈱

㈲木村エンジニアリング
㈱セネック
東海電工㈱

㈱西山ケミックス
㈱ムラカミ
㈱ヤスダモデル

●京都ものづくりフォーラム2006 
　10:30～12:00
●2006国際化セミナー　13:30～15:00

ルーム Ａ

ルーム Ｂ

2月23日開催 2月24日開催

ＮＫＥ㈱
秀峰自動機㈱
㈱ハタナカ

㈱メカテック
㈱山岡製作所
㈱山城技研工業

㈱アライドレーザー
㈱オージーファイン
荻野精工㈱
㈱桶谷製作所
河原鉄工㈱
㈱木村製作所
㈱草川精機
小西精工㈱
㈱阪口製作所
佐々木機械㈱
㈲三翔精工
㈱山豊エンジニアリング
㈱シオガイ精機
㈱清水製作所
城陽富士工業㈱
㈱信栄テクノス

㈱積進
大和技研工業㈱
田中精工㈱
㈱タムラ
㈱タンゴ技研
㈱ＤＧ工業
中西機械㈱
㈱長濱製作所
㈱ナンゴー
西村鉄工㈱
㈲日光電機製作所
㈱日昌製作所
㈱日進製作所
ヒロセ工業㈱
㈱ミネヤマ精機
㈱山口精機製作所

㈱大宮日進 ㈱峰山鉄工所

●自動化機器・生産設備設計～製作

●金型設計～製作

●精密機械加工

●精密板金・製缶加工

プロニクス㈱ ㈱山M

㈱アールエンジニアリング
㈱アストム
伊東板金工業㈱

掛津アーム㈲
㈱神村製作所
㈲新和製作所

㈱誠工社
㈱セイワ工業
㈱大栄製作所
㈱田中鈑金
㈱日豊製作所

濱田プレス工藝㈱
㈲ビックバン
㈱ミツワ製作所
㈱山ノ内製作所

●鍛造･鋳造

●表面処理

●特殊加工

●成型・樹脂機械加工

●電気・電子機器

アルメックスコーセイ㈱
㈱イー・ピー・アイ
木下電子工業㈱
共進電機㈱
㈱京都クリエイティブイマジン

京都電子工業㈱
㈱富士製作所
和晃技研㈱
シライ電子工業㈱
双和電機㈱
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（財）京都産業21  産業振興部
マーケティング支援グループ

TEL：075-315-8590　FAX：075-315-9240
E-mail：market@ki21.jp【お問い合せ先】

『京都ビジネス交流フェア2006』のご案内『京都ビジネス交流フェア2006』のご案内

「技術アライアンスコーナー」参加メーカー一覧

㈲エフ・ディー・サン
㈱遠藤写真工芸所
㈱大槻シール印刷
㈱カスタネット

㈱カワイプロ
㈱京都木造建築研究所
京仏具㈱小堀
小林金属興業㈱

協同組合日新電機協力会
京都機械金属中小企業
　青年連絡会
京都府電子機器工業会
京都府鍍金工業組合
久御山町受注グループ協会
　｢エージィフレンド久御山｣

丹後機械工業協同組合
マーフ工房
舞鶴工業集積協議会

ガイドブック無料進呈！！

京都ビジネスパートナー交流会へ出展される企業情報を掲載した
ガイドブックを無料で進呈します。ご希望の方は、下記お問い合わ
せ先までお申込ください。

（前回交流会オープニングセレモニー）

㈱ＥＶメルテック
栄進電機㈱
㈱旺辰電工
京都タナック㈱
㈱國陽
シーク電子工業㈱
㈲シバタシステムサービス
JONAN㈱城南電器工業所
相楽工業㈱
㈱タイセイ
タカス技研

㈲畳工房ヨシオカ
帝新商事㈱
㈱東洋レーベル
中沼アートスクリーン㈱
西田製凾㈱
ニューリー㈱
フェニックス電子㈱
㈱松岡機械製作所
㈱松菱製作所
㈱山科電機製作所
㈱理工化学研究所

㈲廣部機型製作所 ㈱ミタテ工房

インフォテック㈱
㈱エーディーディー
㈱コギト

デジタルレボリューション㈱
　・ショウワドウ・イープレス㈱
㈱ハイパーテック
㈱フェムト

㈱アスク（枚方市）
㈱アルバック（神奈川県）
㈱イシダ（京都市）
井上特殊鋼㈱（京都市）
㈱イマック（守山市）
岩谷瓦斯㈱（守山市）
㈱NHVコーポレーション

（京都市）
オムロン㈱IABカンパニー

（草津市）
オムロンヘルスケア㈱

（京都市）
㈱片岡製作所（京都市）
木谷電器㈱（枚方市）
㈱京都製作所（京都市）
京都バステック㈱

（京都市）
キヤノンマシナリー㈱
　※旧NECマシナリー

（草津市）
㈱クボタ久宝寺事業
センター（八尾市）

㈱クボタ枚方製造所
　バルブ事業部（枚方市）
㈲サカエリック自動機（京都市）
サンコール㈱（京都市）
㈱ジーエス・ユアサ
　コーポレーション（京都市）
㈱ジェイテクト
　※旧豊田工機㈱（愛知県）
㈱島津製作所（京都市）
シャープ㈱（大阪市）
正保鉄工㈱（愛知県）
㈱城下エンジニアリング

（愛知県）
星和電機㈱（城陽市）
ダイキン工業㈱（摂津市）

大信精機㈱（愛知県）
大日本スクリーン製造㈱

（京都市）
ダイハツ工業㈱

（大阪府池田市）
太陽精機㈱（高島市）
竹中エンジニアリング㈱

(京都市)
竹中電子工業㈱（京都市）
㈱TAC（京都市）
㈱椿本チエイン（京田辺市）
トクデン㈱（高島市）
㈱七彩（京都市）
㈱南谷製作所（愛知県）
日新電機㈱（京都市）
日本アルミ㈱（湖南市）

白光㈱（大阪市）
パール工業㈱（大阪市）
平田機工㈱関西事業部

（野洲市）
富士機械製造㈱（愛知県）
ホソカワミクロン㈱（枚方市）
㈱堀場製作所（京都市）
本間工業㈱（栗東市）
㈱宮木電機製作所（亀岡市）
㈱村田製作所（京都市）
八千代工機㈱（東大阪市）
ユアサ産業機器販売㈱

（大阪市）
㈱ユーシン精機（京都市）
㈱ユニソク（枚方市）
ローム㈱（京都市）

●木材工芸・木型

●情報技術・ソフト

●自社開発製品

●試作

●その他

●グループ・団体

高槻電器工業㈱
㈱西嶋製作所
日本電気化学㈱
藤田電子製作所

㈱保全工業
マイクロテスト㈱
ユメックス㈱

㈱アキュレイト 京都試作ネット

京都試作プラットフォーム
京都テクノロジーユニット
京都でんき試作ねっと

三幸総研㈱
㈲杉浦商店
㈲永政
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New Year's Reception

新春賀詞交歓会

大学、企業、団体など241名が出席。

景気の明るさの兆しが反映された、活気あふれる交歓会となりました。

新春賀詞交歓会

　平成18年1月12日(木)、京都ブライトンホテルにおいて、財団法人

京都産業21と京都府異業種交流会連絡会議の主催による「新春賀詞

交歓会」が開催されました。

　交歓会は、京都造形芸術大学及び京都芸術デザイン専門学校の和

太鼓「悳炎」と和太鼓「悳」の迫力ある演奏で幕を開けました。

　京都産業21・立石義雄理事長の「本年は、景気の明るさが見えてき

た好機を活かし、「協創」によってイノベーションを継続して、力強く成

長し続ける年にしたいものです。」という希望に満ちた力強い挨拶の後、

京都府・山田啓二知事からは「府民一人ひとりが未来に希望のもてる、

安心で安全な、そして元気な『京都』づくりに全力をあげて取り組んで

いきます。」との決意が述べられました。

　そして、中野美明・京都市産業観光局長による桝本京都市長の御祝

詞紹介の後、京都府異業種交流会連絡会議会長・中沼 壽氏の乾杯の

発声で交歓会が始まりました。各テーブルでは、歓談や名刺交換など

の活気ある交流が行われました。

　京都産業21・村田泰隆副理事長から「京都の産業構造や企業の多

様性を尊重し合い、お互いの連係を強めることで新しい年の発展につ

なげて行こう」との中締め挨拶があり、和やかな雰囲気の中、つつがな

く交歓会は閉会しました。

しえん しん
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Specialist Dispatch Enterprise

専門家派遣事業

　京都産業21では、中小企業者が抱える経営、技術、人材、情報化等の様々な課題を解決するため、民間のコンサルタ
ントやアドバイザーを派遣しています。

　次のような分野があります。なお、これ以外の分野・専門家につい
てもご相談ください。

創　業
経　営
技　術

販　売
財　務
労　務
その他

…
…
…

…
…
…
…

会社設立、事業計画、設備計画、販路、受注開拓
経営方針、経営計画、経営組織
技術開発、製品開発、工程管理、品質管理
（機械、金属、化学、電気・電子、繊維、デザインetc.）
仕入・販売計画、商品管理、店舗設計
財務分析、利益計画、設備投資計画、原価管理、資金調達
従業員教育、人事給与、就業規則、福利厚生
特許、コンピュータ活用、環境管理 など

　新しい繊維素材の開発にあたって、化学分野
の専門家の方から技術的な指導を受け、様々な
実験を経て特許も取得できました。商品化に向
けての技術改良も進み、まもなく市場に発表の
予定です。

〈繊維製造業〉

　製品の短納期化、収益改善に対応するため、経
営革新計画の承認に向けての指導を仰ぎ、無事に
法律の承認を受けることができました。また、そ
れ以後、社内意識が高揚し、売上や付加価値額の
目標も順調に推移しており、たいへん効果的な指
導内容でした。

〈プリント基板製造業〉

診断助言を行う分野 お客様の声

対象者
派遣する専門家

費　用

経営の向上を目指す意欲ある中小企業者及び創業者
弁護士・弁理士・公認会計士・税理士・中小企業診断士・技術士・情報処理技術者等150名の登録
専門家が診断助言をいたします。
専門家の派遣に要する費用（謝金・旅費）の3分の2を財団が負担します。
したがって、企業の負担は、1回につき謝金8,000円（定額）＋旅費の3分の1となります。

TEL：075-315-8848　FAX：075-323-5211
E-mail：hinshitu@ki21.jp

【お申し込み・　
　お問い合せ先】

（財）京都産業21 新事業支援部
経営品質グループ

専門家派遣事業のご案内
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International Keitai Forum

第5回ケータイ国際フォーラム

第5回ケータイ国際フォーラム第5回ケータイ国際フォーラム第5回ケータイ国際フォーラム回ケータイ国際フォーラム第5回ケータイ国際フォーラム

TEL:075-253-6234　FAX:075-211-9334
〒604-0862　京都市中京区烏丸通夷川上ル　京都商工会議所ビル5階　E-mail:main@kyo.or.jp【お問い合せ先】

ケータイ国際フォーラム
実行委員会事務局

　3月15日、16日の2日間、京都府総合見本市会館にて、国内・中国・韓国から過去最大の200社以上の企
業・団体・大学が集結する国内最大級のケータイ総合イベント「第5回ケータイ国際フォーラム」が開催され
ます。
　本フォーラムは、通信、ものづくり、ソフト・コンテンツ、各種サービスなど多様な分野にわたるケータイ産
業の発展を目的に、企業、大学・研究機関等とのビジネスマッチングを目的としたビジネスプラザ、国内外の
ケータイ企業トップによるセミナーや明日のユビキタス社会を展望するカンファレンスなど多様な催しで構
成する本格的なIT関連総合ビジネスイベントです。
　今回のケータイ国際フォーラムでは、NTTドコモ、KDDI、ウィルコム等によるブロードバンド時代の通信事
業、通信ビジネスの最新動向の紹介や京都で開催していることもあり、地元京都や関西のメーカー、京セラ、
村田機械、オムロン、シャープ等がさまざまなユニークな商品やサービスを展示する等、最先端のビジネス・
経営・技術情報を発信いたします。
　是非ともご来場いただき、近未来の情報システムを一足先にご体験ください。

＊詳細につきましては、ホームページをご覧ください。

http://www.itbazaar-kyoto.com/forum/

2006年3月15日（水）・16日（木）10：00～17：00

京都府総合見本市会館「パルスプラザ」（京都市伏見区）

京都市地下鉄「竹田駅」よりバス約5分

※開催当日は無料シャトルバスを運行します。

無料

期　間 ●
場　所 ●

入　場 ●
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大阪電気通信大学 研究支援室
（寝屋川キャンパス内）

TEL：072-824-1131（代）　FAX：072-820-9012
〒572-8530　大阪府寝屋川市初町18番8号　E-mail：ken-shien@isc.osakac.ac.jp【お問い合せ先】

Liaison

大学リエゾンオフィス紹介

大阪電気通信大学・大学院

① エレクトロニクス基礎研究所
② 先端マルチメディア合同研究所
③ メカトロニクス基礎研究施設
④ 衛星通信研究施設
⑤ 視覚情報基礎研究施設
⑥ 学術フロンティア推進センター

第5回ケータイ国際フォーラム第5回ケータイ国際フォーラム第5回ケータイ国際フォーラム

　大阪電気通信大学大学院は、企業や国・公立研究機関など実社会と太いパ
イプを築くための連携大学院方式を採用しています。この方式は、企業や研
究所の研究者を客員教授として迎えて大学院の研究領域の多様化を図るとと
もに、大学院生には提携研究機関で研究する機会を与えることにより、産業
界と大学の相互乗り入れを可能にするユニークなシステムです。本学の大学

院は、修士課程・博士課程ともに、関西を中心とする大手企業や研究機関と協定を結び、すでに多くの実績を上
げています。提携先企業は着実に増えつつあり、産学協同を実現する社会に開かれた大学院として、重要な役割
を果たしております。

　大阪電気通信大学は、工学部第1部・第2部並びに医療福祉工学部、
情報通信工学部、および総合情報学部が設置され、現代社会のニーズを
反映した新学部・学科の設立など、常に技術教育の最先端をめざして努
力をつづけておりますが、大学院においても同様に、総合情報学研究科
ではメディア情報文化学専攻に続き2005年からデジタルゲーム学専
攻が、また、医療福祉工学研究科では医療福祉工学専攻の修士課程の
新設と相次いで新しい研究科による専門領域の拡大と充実に力をいれ
ております。博士課程では独創的な発想を持った研究者や技術者の育
成のために、国内外から優秀な教員・研究者を招聘し教育と研究を進め
ております。さらに、このような目的を達成するために、以下のような研
究所、研究施設および研究センターが開設され、実績を上げています。

　最近では、産学官連携で新産業の創出を目指す「知的クラスター創成
事業」に本学も参加しております。これは、1けいはんな（国、自冶体京
都府、大阪府、奈良県、民間企業出資）が中核機関となり、新産業育成の
ための、Life Science, Livingおよびlearningに関する具体的なテー
マを選び、奈良先端科学技術大学院大学、同志社大学および大阪電気通

信大学が、それぞれのテー
マに対応するコア研究機関
として研究を進めているも
のです。
　本学はまた大学院を中心
に、「学術研究教育国際交
流助成基金」を設定し、海外
出張および外国人研究者の
受け入れを積極的に奨励し、
交換学生研修プログラムな
ども開始して、国際交流に
よる研究・教育にも力をい
れております。
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Information

人材育成研修のご案内

平成18年度人材育成研修（人づくり塾）のご案内平成18年度人材育成研修（人づくり塾）のご案内平成平成1818年度人材育成研修（人づくり塾）のご案内年度人材育成研修（人づくり塾）のご案内平成18年度人材育成研修（人づくり塾）のご案内
　平成17年度は当財団の人材育成研修（人づくり塾）にご支援いただきましてありがとうございました。さて、平成18年度の人材
育成事業（人づくり塾）を下記の通りご案内いたします。ぜひとも企業の皆様の人材育成にご活用いただきますようお願い申し上げ
ます。
　また、18年度より当財団の会員制度「KIIC会員」の皆様につきましては会員価格でご提供させていただきます。

カテゴリー 参加費（消費税込み）参加対象開　　催　　日　　時研　修　名

階
　
　
　
　
層
　
　
　
　
別
　
　
　
　
研
　
　
　
　
修

新入社員研修

（Aコース）

新入社員研修

（Bコース）

新入社員研修

フォローアップ研修
（営業・事務系）

新入社員研修

フォローアップ研修
（現場系）

中堅社員研修

（第1期）

中堅社員研修

（第2期）

ものづくり研修

注意：当研修については募集定員を下回る場合、開催を延期または中止することがあります。予めご了承ください。

平成18年4月4日（火）・5日（水）（2日間）午前10時から午後5時 

◎参加者交流会（4月4日午後5時15分から6時45分)

平成18年4月6日（木）・7日（金）（2日間） 午前10時から午後5時 

◎参加者交流会（4月6日午後5時15分から6時45分） 

※新入社員研修（Aコース）と同じ内容です。都合の良いコースを選んでお申し込みください。

平成18年6月22日（木）・23日（金）（2日間）午前9時から午後5時 

◎参加者交流会（6月22日午後5時15分から6時45分）

平成18年11月16日（木）・17日（金）（2日間）午前9時から午後5時

◎参加者交流会（11月16日午後5時15分から6時45分） 
※中堅社員研修（第１期）と同じ内容です。第1期か第2期かを選んでお申し込みください。

平成18年10月12日（木）・13日（金）（2日間）午前10時から午後5時

◎参加者交流会（10月12日午後5時15分から6時45分）

職
能
別
研
修

新入社員又は

入社2,3年までの方

上記の新入社員

研修を受講された方

中堅社員から

管理職レベルの方

新入社員から

中堅社員レベルの方

 一般の方 20,000円/人

 KIIC会員 19,000円/人
 

平成18年6月5日（月）午前10時から午後5時

平成18年6月6日（火）午前10時から午後5時

営業・事務系、現場系
 各10,000円/人
 

※新入社員研修とセットで  
お申し込みの場合、 

一般の方 29,000円／人  

 KIIC会員 28,000円／人   

一般の方 28,000円/人
 

KIIC会員 25,000円/人
 

一般の方 20,000円/人
 

KIIC会員 18,000円/人
 

（ ）
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平成18年度人材育成研修（人づくり塾）のご案内平成18年度人材育成研修（人づくり塾）のご案内平成18年度人材育成研修（人づくり塾）のご案内 　お申し込みにつきましては同封の人材育成研修参加申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ（No.075-314-4720）もしくは下
記の人材育成研修事業のホームページからお申し込みください（ホームページからは各事業の詳細もご覧いただけます）。
　なお、今回ご案内しました研修以外にも皆様のニーズにお応えするべく研修コースを企画中であり、詳細が決定次第、下記のホー
ムページにてご案内いたします。皆様のご参加をお待ちしております。
　人材育成研修事業（人づくり塾）のホームページ…http://www.joho-kyoto.or.jp/̃hitozukuri/top.html
　開催場所につきましては当財団が入居しております京都府産業支援センター（京都市下京区中堂寺南町134番地）となります。 
　お問い合わせは産業情報部…人材開発グループ（TEL:075-315-8677、Ｅ-mail jinzai@ki21.jp）まで

研　修　の　目　的　・　概　要講　　師募集定員

A、B

各コースとも

各40名

20名

同上

20名

20名

20名

20名

1イント 

代表取締役　 

　掛川和彦 氏

1松下電工創研

専任講師

1松下電工創研 

専任講師

社会人としての心構えを理解し、組織の一員として自覚する等をねらいとし、以下内容について学ぶ。

○企業と社会の関わり合い  ○ビジネスの基本知識 ○情報ネットワークの活用 

○職場のマナー・エチケット  ○応対と接遇  ○ビジネス文書の書き方

新入社員研修で学んだ基本を更に一歩進め、自立できる社員のあるべき姿、対応策について、相互啓発、問題の共有化、情報交換を
行う。 

○職場のマナー・エチケット2（反復学習） ○応対と接遇2（反復学習） 

○自律できる社員になる（グループ討議を含む） ○“私の決意”の作成・発表

社会人、企業人としての役割、心構えを基に、更に商品の組みたて演習等によりものづくりの基本（しくみ、メカニズム）を理解する。

○求める人材像  ○ものづくりの考え方 ○ものづくりの基本

○商品を作るためのプロセス（分解と組立（シミュレーション）、作業の標準化）

実際に製品の組立演習を体験学習することによりものづくりの基本（しくみ、メカニズム）を理解し、管理のサイクル（P・D・C・A）や製
造現場でのQ（品質）・C（コスト）・D（納期）・M（改善）・S（安全）への意識を高める。 

○ものづくりの考え方  ○ものづくり演習

○製造現場の品質管理・原価管理・納期管理・改善活動・安全管理 

○これからの製造マンとして求められること。

社員とのコミュニケーションをとりながらリーダーシップをもって行動できる管理者となるために管理者の役割、計画実行、コミュニ
ケーションとリーダーシップ、業績貢献、自己評価を実習等を通し、じっくり体得する。 

○次の目標として…管理者の役割  ○計画を立ててその通り仕事を運ぶ （業務処理演習とグループ討議） 

○対人影響力を発揮する（リーダーシップ演習、VTR）  ○業績貢献に向けて  ○自己評価の再認識 

※受講前に受講者に対する３６０度事前評価アンケートを行い、研修最終日に自分への「気づき」の資料とします。
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Equipment

設備貸与制度

　企業の方が必要な設備を導入しようとされる時、希望される設備を財団が代わってメーカーやディーラーから購入し
て、その設備を長期かつ低利で割賦販売またはリースする制度です。

原則、従業員20人以下（ただし、商業・サービス業等は、5名以下）の企業ですが、最大50名以下の方も利用可能です。

区　分

対象企業

対象設備

対象設備の金額

割賦期間及び
リース期間

割賦損料率及び
月額リース料率

連帯保証人

割賦販売 リース

機械設備等（土地、建物、構築物、賃貸借用設備等は対象外）

実績が１年以上あれば100万円～6,000万円まで利用可能です。

7年以内（償還期間）
（ただし、法定耐用年数以内）

3～7年
（法定耐用年数に応じて）

年2.50％
（設備価格の10％の保証金が契約時に必要です）

3年2.990％　4年2.296％　5年1.868％
6年1.592％　7年1.390％

一定の要件を満たす連帯保証人が必要です。

割賦販売とリース、どちらにしますか?

それぞれの特徴をご理解のうえ、皆様に合った方をお選びください。

・完済まで財団に所有権があり、完済すると所有権が割賦企業に移転します。

・償還は6ヶ月据え置きです。
・設備価格相当分は減価償却ができます。また、割賦損料部分は経費処理で
きます。
・償還期間が法定耐用年数以内であれば最長7年と長期であるため、月々の
償還負担が軽減できます。

・契約時に保証金として設備金額の10％を納付していただきます。
・財団を受取人とした損害保険（火災保険）をかけていただきます。（保険料
は企業負担）
・割賦設備の固定資産税を負担しなければなりません。
・維持管理費は負担していただきます。

・リース期間中及びリース期間終了後においても所有権は財団にあります。（リ
ース期間満了後は、返還するか再リースするかを選択していただきます。）

・リース料は経費として全額経費処理できます。（そのため、節税効果があり
ます）
・減価償却、固定資産税、損害保険料の支払いなどは財団が負担します。（管
理事務も不要）
・契約時に自己資金が不要です。

・維持管理費は負担していただきます。
・リース期間中は、リース設備の更新及び中途解約はできません。
・リース期間満了後、ご希望により、原契約の1か月分のリース料で１年間の
再リース契約が可能です。再リースは何回でもできます。
・リース設備は再販可能なものに限ります。

所
有
権

メ
リ
ッ
ト

留
意
事
項
等

割　　賦 リ ー ス
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